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四
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
、真
宗
本
廟（
東

本
願
寺
）
で
、
東
本
願
寺
を
創
立
し
た
教
き
ょ
う

如に
ょ

上
人
の
四
百
回
忌
法
要
が
厳
修
さ
れ
ま
す
。

　
教
如
は
永え
い

禄ろ
く

元
年（
一
五
五
八
）、
今
の

大
阪
城
の
場
所
に
あ
っ
た
大
坂
本
願
寺
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
教
如
は
大
坂
本
願
寺
が
織
田

信
長
と
十
年
に
わ
た
っ
て
戦
っ
た
石
山
合
戦

で
、
父
の
顕け
ん

如に
ょ
の
大
坂
退
出
後
も
、
最
後
ま

で
抗
戦
し
た
も
の
の
、
大
坂
を
退
き
ま
す

が
、
そ
の
折
、
立
部
一
丁
目
の
栄え
い

久き
ゅ
う

寺じ

に
立

ち
寄
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天て
ん
正し
ょ
う

八
年（
一
五
八
〇
）の
こ
と
で
、
そ
の
縁
か
ら
、

栄
久
寺
に
は
河
内
国
の
門
徒
衆
や
坊
主
衆
に

宛
て
た
教
如
二
十
三
歳
の
石
山
合
戦
に
お
け

る
心
情
を
述
べ
た
手
紙
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
の
教
如
直
筆
の
書
状
が
残
っ
て
い
る

こ
と
は
少
な
く
、
貴
重
な
も
の
で
す
。
こ
の

た
め
昭
和
十
六
年
に
は
本
堂
前
に
、
東
本
願

寺
二
十
三
世
彰し
ょ
う

如に
ょ
の
揮き

毫ご
う
に
な
る「
教
如
上

人
旧
跡
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た（「
歴

史
ウ
ォ
ー
ク
」50
）。

　
教
如
は
顕
如
の
死
後
、
文ぶ
ん
禄ろ
く

元
年（
一
五

九
二
）
に
本
願
寺
十
二
世
と
な
り
ま
す
が
、

翌
年
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
弟
の
准

じ
ゅ
ん

如に
ょ

に
そ
の
職
を
譲
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
慶け
い
長ち
ょ
う

七
年（
一
六
〇
二
）、
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
、

京
都
の
今
の
東
六
条
に
土
地
の
寄
進
を
受
け

て
東
本
願
寺
を
創
始
し
、
こ
こ
に
本
願
寺
東

西
分
派
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
市
域
に
は
、
現
在
、
五
十
カ
寺
ほ
ど
の
寺

院
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
三
十
三
カ
寺

が
浄
土
真
宗
で
す
。
そ
の
中
で
、
二
十
四
カ

寺
が
東
本
願
寺
を
本
山
と
す
る
真
宗
大
谷
派
、

九
カ
寺
が
西
本
願
寺
を
本
山
と
す
る
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
で
す
。

　
教
如
は
慶
長
十
九
年（
一
六
一
四
）、
五
十

七
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、
栄
久
寺
に
は
東

本
願
寺
十
四
世
の
琢た
く
如に
ょ
が
万ま
ん
治じ

四
年（
一
六
六

一
）に
下
付
し
た「
教
如
上
人
真
影
」が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
栄
久
寺
は
、
十
七
世
紀
中
ご
ろ
に
今
の
よ

う
な
寺
観
が
整
っ
た
よ
う
で
す
。
同
寺
に
は
、

文ぶ
ん

政せ
い

十
年（
一
八
二
七
）、
立
部
村
の
領
主
で

あ
っ
た
秋あ

き

元も
と

但た
じ

馬ま
の

守か
み
に
提
出
し
た「
栄
久
寺

本
堂
再
建
届
書
」の
写
し
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
文
書
に
よ
る
と
、
文
政
十
年
当
時
の

本
堂
は
慶け
い
安あ
ん

四
年（
一
六
五
一
）の
建
立
で
し

た
。
そ
し
て
、
慶
安
の
本
堂
完
成
と
共
に
、

万
治
四
年
に
教
如
の
真
影
が
与
え
ら
れ
、
同

時
に
親し
ん

鸞ら
ん

聖
人
の
御
影
も
下
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
琢
如
は
、
翌
寛か
ん

文ぶ
ん

二
年（
一
六
六
二
）に

も
三
朝
高
僧
の
真
影
や
聖
徳
太
子
の
真
影
を

下
付
し
ま
し
た
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
、

十
五
世
の
常
じ
ょ
う

如に
ょ
が
延え
ん

宝ぽ
う

五
年（
一
六
七
七
）

に
下
付
し
た
と
あ
り
ま
す
。
た
だ
、『
八
尾

別
院
史
』
に
は
、
木も

く

仏ぶ
つ

寺
号
は
明め
い

暦れ
き

三
年

（
一
六
五
七
）に
下
付
と
あ
り
ま
す
の
で
、
慶

安
本
堂
建
立
の
数
年
後
に
本
尊
が
与
え
ら
れ

た
と
理
解
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
文
政
十
年
に
な
っ
て
、
新
本
堂
の
再
建
が

始
ま
り
、
完
成
は
天て
ん

保ぽ
う

七
年（
一
八
三
六
）三

月
で
し
た
。
当
時
の
住
職
は
聞も
ん
鏡き
ょ
う。
大
工
棟

梁
は
、
丹
南
村
の
山
本
吉
兵
衛
義
久
と
新
堂

村
の
村
田
清
兵
衛
で
、
立
部
村
の
隣
村
の
大

工
が
あ
た
り
ま
し
た
。

　
現
本
堂
は
、
平
成
二
年
に
修
復
さ
れ
ま
し

た
が
、
内
陣
や
外
陣
は
天
保
七
年
上
棟
当
時

の
も
の
で
す
。
中
央
の
欄
間
に
は
、
ひ
の
き

で
彫
ら
れ
た
天
女
が
舞
い
、
鳳ほ
う

凰お
う
が
飛
び

か
っ
て
い
ま
す
。
裏
側
に
は「
彫
物
師  

相あ
い

野の

伊い

兵へ

衛え

直な
お

之ゆ
き
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
野
伊
兵
衛
は
、
天
保
三
年（
一
八
三
二
）

の『
浪な
に

華わ

買か
い

物も
の

独ひ
と
り

案あ
ん

内な
い
』と
い
う
書
物
に
も

紹
介
さ
れ
た
有
名
な
彫
物
師
で
、
今
の
大
阪

市
中
央
区
の
安
土
町
心
斎
橋
西
入
に
居
住
し

て
い
ま
し
た
。
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）

に
再
建
さ
れ
た
来ら
い

迎ご
う

寺じ（
丹
南
三
丁
目
）の

山
門
に
飾
ら
れ
た
彫
物
の
作
者
と
も
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
来
迎
寺
本
堂
は
元げ
ん

文ぶ
ん

二
年

（
一
七
三
七
）に
補
修
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時

の
大
工
も
丹
南
の
山
本
氏
と
新
堂
の
村
田
氏

で
し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」187
・
189
）。

　
栄
久
寺
で
は
、
昭
和
十
六
年
に
来
た
る
べ

き
教
如
上
人
三
百
五
十
回
忌
に
先
が
け
て
、

教
如
の
顕
彰
碑
を
建
立
し
た
こ
と
が
記
録
に

残
っ
て
い
ま
す
。
本
年
の
四
百
回
忌
を
契
機

に
、
東
西
本
願
寺
の
歩
み
に
触
れ
る
こ
と
が

増
え
る
で
し
ょ
う
。

教
如
上
人
四
百
回
忌
と
栄
久
寺

立
部
の
真
宗
大
谷
派
寺
院

東
本
願
寺
創
立
者
の
旧
跡

西
田
　
孝
司

①

①「教如上人真影」（万治4年）
②「栄久寺本堂再建届書」（文政10年写し）
③「奉納本堂再建上棟」（天保7年写し）
④「欄間彫物の墨書」（天保7年相野伊兵衛直之）　
⑤「教如上人遺跡顕彰碑建立願書」（昭和15年）
⑥「教如上人の顕彰碑成る」（昭和16年）　いずれも栄久寺蔵

（天保7年相野伊兵衛直之）　 ①②③④

⑤⑥


